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【研修の概要】 

・画家の丸木位里・丸木俊夫妻は、広島・長崎の原爆被害の報道がプレスコードによって禁止されていた米軍占

領下の 1950年代はじめに、絵画連作《原爆の図》を描き、全国各地で巡回展を行って、いち早く核の脅威を

人びとに知らせた。しかし、米軍の圧力を恐れた当時のメディアにはほとんど報じられず、展覧会の記録も残

されないことが多かったため、その全体像はいまだに明らかになっていない。 

・原爆投下から 70年という節目の年は、丸木位里・丸木俊夫妻の《原爆の図》を再検証する一年になった。《原

爆の図》が、米国ワシントンD.C.、ボストン、ニューヨークの 3会場で巡回展を行ったことは、「原爆投下は

正しかった」とする米国の歴史観に一石を投じた。会場で鑑賞者の反応を実際に見て、作品の解説を行う中で、

絵画の想像力によって原爆に接近することが、非体験者にいかに重要な「体験」となるかを実感した。 

・国内では、主に 1950年代の映像や証言、資料を調査して、作品の誕生と全国巡回展の歴史的背景を考察し、

書籍にまとめて新宿書房より刊行した。 

【研修の経過】 

・4月 11日：広島にて四國五郎氏作品調査、長男四国光氏聞き取り 

・4月 17日：長崎にて被爆体験の継承を表現する現代美術作家・竹田信平氏聞き取り 

・5 月 26～28 日：長崎原爆資料館《原爆長崎之図》、高野山《火》《水》、大阪人権博物館《原爆の図 高張提

灯》調査 

・6月 18日：ニューヨークにて 1970年初の原爆の図米国展資料調査 

・7月 7日：広島市現代美術館にて再制作版《原爆の図》、公開修復予定の《原爆―ひろしまの図》調査 

・7月：1950年ニュース映画『文化ニュース』のうち「芸術は愉し」（初めての《原爆の図》撮影映像）フィル

ムをデジタル化 

・8月 15日：アメリカン大学「原爆の図展」会場にて聞き取り 

・10月 7日：長崎にて原爆の図調査 

・2016年 2月 6日：四國五郎氏調査、長男四國光氏聞き取り 

【今後の展望など】 

・《原爆の図》を取り巻く実証的研究を進めたことで、占領下の原爆報道への圧力に抵抗した人びとの動きが明

確に浮かび上がる一方、米国側がどのようにその動きを捉えていたのか、日本の政治運動との関わりがどの程

度あったのかという、さらなる調査課題も見えてきた。 

・《原爆の図》の絵画的側面についても、15部連作だけでなく、模写として再制作された作品や、各地で依頼さ

れて描いたその他の作品も視野に入れながら、原爆の惨禍をいかに絵画として表現したのか、多角的な検討が

必要であると感じられた。・今研究の成果をもとに、継続して 1950年代の研究を進めながら、70年代から 80

年代に再興する反核運動と《原爆の図》の関係も、今後新たに調べていきたい。 
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